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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

障害児保育等を補助する為の副担任（加配）や臨時保育士の配置をしたり、各園の実情に応じた代替職員の雇用を行うことで、

不足する正規職員数に対する充足を行う事ができた。

改革改善

の考え方

①問題

点

代替や臨時保育士の確保が難しくなりつつある。

②改革

提案

鼎地区の民営化研究委員会による鼎３園の民営化と施設の建替に向けた取組との調整を進める

総事業費①+② 6,993 6,568 6,194

人件費計（千円）② 0 0

6,541

正規職員所要時間 0

臨時職員所要時間

一般財源 5,734 5,698 5,207

その他 1,259 870 987

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 6,993 6,568 6,194 6,541 （そ）幼稚園使用料987千円（現年度分）

25年度予算額 特定財源内訳、補足

868

5,673

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　給食調理、障害児保育等を補助するためのパート職員雇用

２　職員の病気休暇等のための代替職員雇用

３　児童の保育を行うための臨時職員雇用

副担任

代替職員数

臨時保育士

２人

１人（延べ20人）

１人

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

○市立幼稚園１園の保育補助員及び代替職員雇用

　・正規職員数を抑制し健全な幼稚園経営を行うために必要な臨時・パート職員を雇用する。

　・支援を必要とする児童に対し支援を行う保育士を配置する。

　・休暇を必要とする職員に対し代替職員を配置する。

　・児童の保育を行うための臨時職員を雇用する。

　　＜参考＞細々目名：幼稚園保育補助員雇用事業費

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

充足率：支援を必要とする児童に対し、支援を行う保育士

の配置数

100 100 100

100 100

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

不足する正規職員数に対するパート職員等の充足率 100

28年度見込み

市立幼稚園数 1

意図（どういう状態

にするか）

支障なく運営できる

向上させたい上位施

策の成果指標

就学前までに基本的生活習慣が身につき集団生活がで

きる子ども（就学直後）の割合（％）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 市立幼稚園

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 37 子どもを産み育てやすい環境の充実

基本計画上

の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

課等名 子育て支援課 係等名 保育係

事業種別 経常 開始 終了

事務事業名

会計 一般会計

市立幼稚園保育補助員雇用事業

37 事業№ 13 9平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 3 施策№


